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一
  

広
 

市
 

原
一
 

川
一
 

一
 

所
 

郵政省 

要認新加入運動 

-9月から12月 

⑦
 

住
民
の
福
利
の
増
進

を
図
る
た
め
、
ル告
伯

保
護
、
児
童
福
祉
等

の
業
務
ふ
最
り扱
つ

て
い
る
の
が
庁
舎
裏

口
右
側
の
福祉
事
務

所
で
あ
り
ま
す
。
 

庶
務
係

・
・
生
活
 

保
護
費
の
支
給
、
日
 

ー
 
ー
 
赤
、

共
同
募
金
の
事

務
 
民
生委
員
協
議
会
の
運
営
、
予
算

の
整
理
等
の事
務
を
取
り
扱つ
て
お
り

ま
す
。
 

福
祉
係
…
露
の

み
な
さ
ん
 

か
ら
比
癌
保
護
の
申

請
が
あ
つ
た
と
き
、
止
喜
保
護
法
に
基
 

巻
 

の
 

所
 

務
 

事
 

祉
 

福
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．
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昭
和
三
十
七
年
度

第
三
次
 

自
衛
官
募
集

に
つ
い
て
 

募
集
期
日

試

験
 
日

試
、
験
場

応
募
資
格
 

試
験
科
目
 

九
月
一
日
か
ら十
一
月
一
一
干
日
ま
で
 

毎
週
木
曜日
 

西
北
中
央
病院
 

採
用
予
定
日
現在
で
十
八
才以
上
一干
五
 

才
未
膚
の
切
子
 

中
学
校
卒
業
程度
の
学
力
を有
す
る
も
の
。
 

筆
記
試
験
、
国
語
（
作文
を
含
む
）
数
学
、
 

社
会
、
身
体
検
査
、
ロ
述
試
験
 

な
お
入
隊
に
つ
い
て
く
わ
しい
こ
と
は
市
役
所
民
」」
諌に

お
た
す
ね
く
ださ
い
．
 

  

．
 【
●
．
 

  

．
 
■
 

●
 
●
 
．
 

一舞
繊
難
競
難
難
難
難
一」齢
響
熱
難
一
難
舞
 

青
も
う
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
 
一さ
ん
、
巾
谷
ア
キ
子
さ
ん
の
三
名
が
今
こ

の
ほ
か
小
業
主
と
話
し
合
い
を
お
こ
社
、
津
幡
町
の石
川
織
物
津
幡
工
場
、
 

つ
ぎ
に
祖
田
区
亀
沢
町
の
森
川
メ
リ
ヤ
 
奔入
社
、
こ
の
会
社
で
取り
扱
っ
て
い
 
な
つた
と
こ
ろ
で
は
各事
業
所
と
も
週
高
松
町
の
商
松
窮
一
工場
を
訪
問
し
た
 

？「繊
」蒼
嘱
競
応」
ょ
く
働

‘
てく
れると
のこ
と
で
」
難
難
難

金
沢
大
会
 

灘
鱗
鰐
郷
「」
 
 一

工
場に
は
中
川
中
学
校
出
身
の
秋
田
友

一子
さ
ん
、
飯
詰
中
学
校
出
身
の
野
宮照

一子
さ
ん
、栄
中
学
校
出
身
の
佐た
木
妙

子
太
ャ
ん
が
、高
松
第
ニ
工
場
には
松
島

中
学
校
出
身
の
太
田
ト
ミ
子
さ
ん
、
小

山
内
哲
子
さ
ん
がそ
れ
そ
れ
動務
し
て

お
り
ま
す
。
 

こ
の
ム葬
」で
は
糸
の
糊
付
作業
お
よ
び

織
布
作
業
で
工
場
に
は
津
幡
工
場
が
三
 

O
O名
、
高
松
第
一
工場
が
三
O
〇
名

高
松
語
ニ工
協
が
一
〇O
名
と
従
業
員

が
七
O
O名
で
、
そ
の
一
 
六
〇（
岩

が
女
子
従
業
員
と
の
こ
と
、
 

生
産
さ
れ
る
も
の
は
ア
セ
テ
ー
ト
、ベ

ン
ペ
ル
グ
製
品
で
、
こ
の
工
場
も石
川

級
維
同
様
工
場内
の
温
度
が
夏
、
冬
一
 こ

こ
で
も
教
青
施
設
は
充
失
し
て
お
り

和
裁
、
洋
裁
、
料
理
、
牛
花
、
茶
道
な

ど
の
指
導
を
お
こ
な
つて
お
り
ま
す
。
 

ま
た
宿
合に
は
一
室
に
一
台
の
ラ
ジ
オ

が
備
え
つけ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
娯
楽
室
 

に
は
テ
レ
ピ
、
電
蓄
な
ど
が
完
備
し
て

お
り
ま
す
．
 

ま
た
慰
安
旅
廷

海
水
浴
、
盆
踊
り
、
 

ハ
イ
キ
ン
グ
な
】と
も
毎年
お
こ
な
つ
て

お
り
、
特
に
と
し
ご
ろ
の
娘
た
ち
三
o
 あ

る
．
 

厚
生
施
設
、宿
舎
施
設
は
ど
こ
も
完
備

さ
れ
て
い
た
。
 

事
業
主
の話
し
で
は
青
森県
人
は
よく

働
い
て
く
れ
るが
、
ま
た
途
中
で
や
め

て
行
＜
の
も
腎
森県
人
は
一
番
多
い
と

い
つ
て
い
る
。
 

4弁
」に
入
つ
た
な
ら
最
底」
犀
は
助
め

て
も
ら
い
た
い！
との
こ
と
で
あ
つ
た
。
 

こ
の
春
、
市
囚
の
中
学
校
を
卒
業
し
、住
み
な
1
1
た
郷
L
を
は
な
れ
て
東
斤
郡
内
お
よ
び
周
辺
都
m
と
石
川
県
に
就
職
した
集
団
既
職者
の
激
励
大

会
が
こ
の
ほ
ど市
の
主
催
で
東
京
浅
卓
の
鮒
忠
会
胡
と
命
沢
m
の
観
光
会
舘
の
向
会
場
で
お
こ
な
Dれ
た
o
今
年
市
内
から
集
団
就
職
した
人
は
東

京
地
区
が
一
八
〇
人
、
石
川
県
地
区
が
一
一
八
人
で
、会
燭
に
は
ま
だ
お
く
に
な
ま
りの
ぬ
け
き
れ
な
い
、
少
年
、
少
女
た
ち
が
事
業
主
に
つ
れ
られ

元
気
な
姿
で
策ま
り
卒
業
以
米
五
カ
月
ぷ
り
で
逢
う
と
い
う
中
学
校時
代
の
友
だ
ら
と
活
し
合
フ
風
景も
と
こ
ろ
ど
こ
ろみ
う
け
ら
れ
た
o
 

恵
ま

れ
て

る
労
働
条
件
 

ク仕

事

に
満

足
4

が
大
半
 

   

市
長
集
団
就
職
者
を
激
励
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市 の 人 口 

(7月末現在） 

総人口 50 197 
g3 	24'32Ii 
女 	26'872 

世帯数 10'叫8 

   

    

     

東
京

大

会
 

一
東
京
大会
は
二
〇
日
浅
草
の
鮒
忠
会
割

一
で
お
こ
な
われ
ま
し
た
が
、
ち
よ
う
ど

王
 
合
風
十
一
可
の
接
近で
悪
天
候
だ
つ
た

一
の
と
、ウ
イ
ー
ク
デ
ー
だ
つ
た
た
め
出

席
者
が
少
な
い
の
では
な
い
か
と
心
配
 

」さ
れ
た
が
、都
内
お
よ
び周
認

市
に

日
一
今
春
就
職
レた
一
八
o
名
の
．
フち
一
二
 

5
 O
名
が
氷
業
主
と
と
も
に出
席
し
て
開

月
一
か
れ
ま
し
た
。
 

鍔
報
議
義
飴
弊
 

,I
 

m
一
轄
鰭
範
蘇薙
 

I
．ら
き
れ
い
な
心
で
仕
事
を
して
く
だ
さ

い
、
ま
た
お
互
い
が
協
力
し
、愛
し
台

つ
て
効
果
を
あ
げ
て下
さ
い
」
と
激
励

し
た
あ
と
、
事
業
主
を
代
表
して
新
宿
 

U
一
で
文
化獄
と
い
う
食
堂
を経
営
し
て
い

く

ーる
平
野
普
三
郎
氏
が
終
戦後
食
堂
経
営

ノ
 
に
の
り
だ
し
、今
ま
で
の
経験
談
を
話

回
 し
て
就
験
者
を
は
げ
ま
して
く
れ
ま
し
 

認
‘
 
一
o
  

吻
 
た
‘
 

硬

午
後
は
就
職
者
，亭
業
主
と
の
座
談
会

加

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
のど
自
慢
な
ど

三
 お
こ
な
つ
て
三
時
す
ぎ閉
会
し
ま
し
た

し

翌
一
干
一
日
は
墨
田
区
錦
糸町
駅
ピ
ル
 

内
に
、
る
石
村
伊
都
子美
容
室
に
五
中
 

」
山
陽階
ほ
ほ
陰
臨
院
 

就
職
者
、事
業
主
な
ど
三
十
余
名
が
川

席
し
て
午
前
十
前か
ら
は
じ
め
ら
れ
た

東
京
大
会
同
様
、
山
内
市
長
の
激
励
の

こ
と
ぱ
、
事
業
主
を
代
表
し
て
石
川
組

靴
株
式
会
社
労
務
課長
の
鈴
木
久
夫
氏

が
あ
い
さ
つ
、就
職
者
を
激
励
の
た
め

川
席
し
て
く
れ
た
石
川
県
職
業
安
足課

の
油
田
幸
雄
氏
の
激
励
のあ
い
さ
つ
が
 

二
士
百
は

舟
県
金

沢
市
の
観
光会
舟
暴
に
は

今
年
入
社
した
当
市
出
そ

の
他
、
売
店
、
美
叫
室
も
社
内
に
設

撃
奏
場
に
激
励
大
会
か
お
こ
な
わ
れ
身
者
は
平
山
成
子
（
中
川
中
学
校
田
身
け
ら
れ
て
お
り
、
市
価
よ
り
ニ
ー
「
輸
 

撮
彫
、
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
ー
に
就
職
者
今
 
麟

ト
J

ゲ
為
 

g
●

・
＼
 

r
了
ー
 
譲
醸

で
，
 

鷺
「響
「
熱
 

あ
り
、
市
長
と
就
職
者
の
懇
談
、
配
念
ミ
は
全
然
み
ら
れ
な
い
。
 

木
村
美
津
江
さ
んが
、
ま
た
高
松
第
一
 
定
して
お
る
そ
う
です
。
 

時
す
ぎ
閉
会
しま
し
た
。
 

懇
談
会
は
事
業
主に
席
を
は
づ
して
い
 

闘
」
『
 

難
露
難
一卿
 

よ
う
『J
5た
・
ま
た
あ
る
入
は
入
社
当
 
噸
「
，・
 

）
さ
ん
と
山
口
ハ
ル
子
（飯
詰
中
学
校

出
身
）
さ
ん
の
二
人
が
お
り
、
労
務
課

長
の
案
内
で
工
場
、
宿
舎
な
ど
を
視
察

し
た
。
 

こ
の
土
場
は原
綿
を
糸
に
し
て
川
荷
す

る
会
社
で
工
場
内
は
夏
、冬
二
五
度
か

ら
二
七
度
と
温
度
が
一
定
し
て
お
り
、
 

昔
の
紡
績
と
ち
が
つて
紡
組
特
有
の
ゴ
 

郵
政
省
で
は
、
九
月
か
ら
十
二月
に
か

け
て
国
民
生
活
の
安
定
と
長
期
資金
の

蓄
積
を
は
か
る
た
め
、
大
蔵
省
、
自
治

省
、
貯
蓄
推
進
委
員
会
の
協
賛
の
も
と

に
・「
簡
易保
険
新
加
入
運
動
」
を
全
国
 

,

“
【
 J
 

・
”
 

\%
 

ま
た
年
に
】
度
は
慰
安旅
行
の
ほ
か
海

水
浴
、
盆
踊
り
、ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
な

ど
の
行
事
も
お
こ
な
つて
い
る
と
のこ

と
。
 

石
川
織
物
株
式
会
社津
幡
工
場
に
は
三

好
中
学
校
出
費
の
一
戸
ヤチ
エ
さ
ん
、
 

竹
谷
ト
シ
子
さ
ん
、葛
酉
文
子
さ
ん
、
 

安
く
阪
売
さ
れ
て
い
た
。
 

的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
簡
易
保
険
の
積
立
金
は
、
わ
が
国

の
経
済
開
発
や
、国
民
生
活
安
足
の
た

め
、
地
方
公
共
団
体
に
低
利
資
金
と
し

て
還
元
さ
れ
、
学
校
、
公
営
住
宅
、病

院
等
の
建
設
、
都
市
計
画
事
業
に
融
資

し
て
地
万
の
開
発
振
興
に
大
変
役
立
つ

て
お
り
ま
す
。
 

当
市
で
も
こ
の
資
金
の
融
資
を
う
け
、
 

学
校
、
ハ
普
」」
」驚
守
か藤
改
し
て
お
り

ま
す
。
 

簡
易
保
険
は
、
災
害
や
思
わ
ね
事
故
な

ど
で
保
険
金
を
支
払う
場
合
に
は
特
別

な
契
約
を
し
な
く
て
も保
険
金
の
倍
額
 

（
最
高
は
百万
円
）
を支
払
」
フ
こと
に

な
つ
て
お
り
ま
り
。
 

最
近
、
交
通
事
故
や風
雨
に
よ
る
災
害

が
激
増
し
て
お
りま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
「
簡
易
保
険
倍
舗
lR（
払」
と
云
う

特
長
を
知
つ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
近
年
国
民
の
死
亡
率
が
低
下
し

寿
命
の
伸
長
に
よ
り
老
令
人
口
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
福
祉
の
問
題
 が

生
じ
て
き
て
い
る
の
で
簡
易
保
険
が

今
年
四
月
か
ら
最
高
五
十
万
円
ま
で
加

入
で
き
るよ
う
に
な
り
、
老
後
の
生
活

妥
定
に
一
層
役
立
つ
よ
う
に
な
つ
て
お

り
ま
す
。
 !

"
'?
t
 

米
寿
記
念
に
 

座
椅
子
贈
る
 

市
で
は
今
年で
満
八
十
八
才
に
な
つ
た

老
人
十
五
人
に
「
と
し
よ
り
の
日
」
を

記
念
し
て
座
椅
子
を
贈
り
ま
し
た
 

4年
米
寿
を
む
か
え
た
人
た
は
、角
田

な
よ
（
七
ッ舘
）
、
石
岡
も
よ
（
福
岡
 

）
、
佐
藤
う
め
（
小
曲
）
、
千
葉
も
よ
 

（東
町
）
、松
野
き
く
（
神
山
）
、
新

岡
小
太
郎
（
錦
町）
、
松
山
葛
大
（
幾

島
町
）
、平
山
ソ
ト
（
湊
）
、小
田
桐

か
し
（
松島
）
、
長
尾
し
も
（
川
山
）
 

松
本
百
太郎
（
新
宮
）
、
高
柵
も
よ
（
 

飯
詰
）
、
吉
岡
ま
よ
（
川
山
）
 

☆
 

早
 

'
 

o
人
が
参
加
し
て
お
こ
なわ
れ
る
盆
踊
 

写
1
4
説
明
 
上
か
ら
‘
東
京
激
契

り
は
こ
の
町
の
名
物
と
もな
つ
て
い
る
 

会
、
金
沢
同
大
会
、
覇

よ
う
で
あ
る
。
 

物
工
場
の
内
部
、友
逮

石
川
県
地方
は
比
欝
享
の

職
場
が
 

と
語
る
ー
コ
マ
 

多
い
関
係
、各
会
社
《
敏
）労
務
管
理
に
 

は
レ」く
に
重
点
を
お
い
て
い
る
よ
う
で
 い

て
そ
の
霞
庭
を
肪
間
、
実
地
開
査
し

ま
た
、
そ
の
地
域
の民
生
委
員
の意
見

を
取
り
入
れ
て
、生
活
保
護
支
給
の
有

無
を
決
定
い
た
し
ま
す
。
 

社
会
係
今
年

四
月
か
ら
民
生

訟

i
、『
 
課

よ
り
こ
の係
へ
移

つ
た
公
益
質
屋
の
運
営
、児
置
扶
養
手

当
の
支
給
、
身
体
障
害
者
の
更生
と
汽

車
及
自
動
車
の
割
引
券
発
貨
精
神
薄

弱
者
福
祉
法
に
基
いて
用
酵
者
の
援護

と
指
導
、児
重
要
保
譲
者
の
施
設
へ
の

入
所
手
続
き
お
よ
び
指
導
、
青
少
年
の

不
良
化
防
止
の
た
めの
青
少
年
問題
協

畿
会
の
事
務
と
連
絡
調
整
、保
育
所
の

建
陵
お
よ
び
入
所
手
統
き
、
ま
た
、社

会
福
祉
協
議
会
が
毎
週
水
皿
日
、旧
公

益
質
屋
二
階
に
開
設
して
い
る
ク心
配

ご
と
相
談所
ク
の
運
営
、
低
所
得
階層

身
体
障
害
者
の
更
生
の
た
め
の
、援
産

所
の
運
営
．
世
帯
更
生
資
金
の
貸付
等

の
業
務
か
最
り
扱
つて
お
り
ま
す
。
 

☆
 
早
 

京
丁
さ
ん
を
た
づ
ね
た
が
、職
場
の
規
名
も
の
の
八
割
は
輪
出
品
だ
モ
う
で
す
の
で
毎
日
泣
い
た
こ
と
も
あ
つた
が
い

換
も
、
従
業
昌
十
七
名と
少
な
く
下
着
工
場
内
は
n
房
が
ー
 さ
れ
、
四
季
を
ま
で
は
仕
酬
に
も
な
れ
帰
る
の
が
い
や

一
専問
の
メ
リ
ヤ
ス
類
を
作
つ
て
い
た
。
 通
じ
て
一
定
温
度
の
中
で
仕
●
を
し
て
 
に
な
つた
と
い
つ
て
い
る
人
も
あ
つ
た
 

諭

遺
株
式
会
社
に
五
巾
山
身
の
杉
山
る
製
品
は
主
に
化学
繊
維
で
生
産
さ
れ
時

は
仕
拳
が
つ
らい
の
と
、
帰
り
た
い
 
観
一
 



店
、
西
北
信
川
組
合
、鰐
m
有
限
会
社
鎌
谷
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

弘
南
パ
ス
株
式
会
社
、成
栄
呉
服
店
、
 

組
合
長
 
猪
 口
 
兼
」
廊
 

読
売
新
聞
、
株
式
会
社
脇
海
呉
服
店
、
 梅
田
上
納
税
貯蓄
組
合
 

株
式
会
社
こ
が
ね
屋
、骨
森
県
農
業
共
 

理
 
事
 
福
 士
 
源
太
郎

済
組
合
、浪
岡
信
用
金
庫
高
野
出
彊
所
杉
派
立
嗣
税
貯
蓄
机
合
 

(
U優
良
団
体
（
（
元
納
部落
）
 

理
 
乎
 
須
 藤
 
善
 
一

中
泉
部
落
、朝
日
部
落
，
伝
助
町
、
南

福
泉
第
一
納
税貯
蓄
組
合

下
部
落
、
中
下
部
落
、
曙
町
、
味
噌
ケ
 

理
 
事
 
片
 山
 
隆
 
一

沢
部
落
 
悪
戸

納
税
貯
落
組
合
 

組
合
長
 村
  
m
 定
五
郎

吹
畑
納
税
貯
蓄
組
合
 

理
 
事
 寺
 
田
 
十三
排

上
町
納
税
貯
落
組合
 

理
 
平
 中
 
谷
 
勝
太郎

北
新
納
税
貯
苗
組
合
 

理
 
事
 島
 
谷
 
喜
 
久

弥
栄
納
税
貯
蓄
組
合
 

組
合
長
 
外
 
崎
 
武
 夫
 

隆 

年
内
完

納
組
合
 

（
納税
貯
蓄
）
 
九
月
三

十
日

か
ら
 

五
 ?

 

【
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い
よ
う
に
足
め
て
い
る
も
の
で
す
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五
所
川
原
か
ら
 札
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一
 

 修
告

田

報
 

力
ノ
 

観
察

市
視
 F一

 
長
崎
へ
は
宇
土
半

島
の
南
端
三
角
よ

り
三
五
〇
ト
ン
の

定
期
船
に
便
乗
し

島
原
海
峡
の
最
只

中
を
突
進
し
た
の

で
あ
る
。
し
ぶ
き

打
ち
つ
け
る
小
窓

か
ら
眺
む
る
天
草

諸
島
な
ら
び
に
大

矢
野
島
，
そ
の
他

ち
ぎ
と
つ
て
な
ら
 

秋
季
大

掃
除
 

青
森
は
0
1
7
7

2
 

市
外
通
話

の
ダ
イ
ヤ
ル
変
更
 

電
話
の
理
想
で
あ
る
ム自
ど
こ
か
ら
ど

こ
へ
で
もダ
イ
ヤ
ル
だ
け
で
す
ぐ
話
し

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
電
電
公
社

で
は
A
国
の
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
取
扱
局

の
市
外
局
番
を
八
月
」
干
一
日
か
ら統

一
い
た
しま
し
た
。
 

い
ま
ま
で
は
地
域
ご
と
に
ダ
イ
ヤ
ル
市

外
通
話
を
実
施
し
て
い
た
の
で
す
が
東

北
地
方
だ
け
で
も同
じ
市
外
局
番
を
も

つ
て
い
る
電
話
局
が
たく
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
 

た
と
え
ば
ハ
戸
局
の
市外
局
番
が
。
8
 で

し
た
が
秋
田
、
花
巻
、
米
沢
も
同
し
 

0
8

で
す
。
 

こ
れ
で
は
A
菌
的
に
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通

話
が
実
施さ
れ
て
く
る
ち
U
8を
ま
わ

さ
れ
て
も機
械
が
ど
こ
の
局
へ
つ
な
い

で
よ
い
も
のか
ま
よ
つ
て
しす
っ
わ
け

で
す
。そ
こ
で
こ
れ
を
A
国
的
に
整
理

し
、
い
ま
ま
で
の
市
外
局
番
を
統
一
し

た
の
で
す
。
 

こ
れ
に
よ
つ
て
青
森
局
は
。1
7
7
2
 

五
所
川
原
局
は
O
I
7
3
32
と
な
つ

た
の
で
す
。
 

尾
崎
留
吉
（
田町
）
、
佐
々
木
費
吉
（
 

本
町
）
、
小
山
内
さ
た
（
川
端
町
）
、
 

ー
 
小
島
久
雄

（
敷島
町
）
、
荒
谷
与
惣
治
 

,
 
（柏
原
町
）
、
宮
崎
留
古
（
新
宮
町）
 

浅
利
み
さ
、
金
丸
貞
次
郎
、
斉
藤
正
則

広
神

喜
一廊
、
福
士
長
之
助
、前
田
周
一

三
山
と
し
、」
蒲
肇
（
以
上
梅
田
）
、
 

大
谷
直
太
郎
、
大
谷
慶
作
、成
田
平
内

市
 

（以
上
中
泉
）
、
小
菩

m反
次
郎
（
高

野
）
、
長
崎
タ
マ
（
羽野
木
沢
）
、
エ
 

ー
、
藤
五
郎
（
豊
成）
、
小
田
桐
柾
五
郎
（
 

原
 福

山
）
、
高
橋
直
一
、
＋
疲
泰
次
郎
（
 

杉
派
立
）
、
沢
田
国
貞
（福
岡
）
、
清

り
野

み
え
（
水
野尾
）
、
太
田
義
雄
、
長

峰
秀
治
、長
峰
滋
、
岡
田
晴
正
、
浜
舘

友
市
、
中
谷
真
瑳
雄
、
岡
団
鉄
雄
、
田

所

辺
甚
之
助
、坂
本
浅
五
郎
、
坂
木
元
市

其
田
勘
一
郎
（以
」巌
詰
）
、
小
笠
原
 

、
 

 

七
年
連
続
完
納
者
 
繊
一

鷲
贈
、
鶏
競
器
）
販製
笠
」」
費
類
」
鰐
型醜
 

J
 ー
 

納
税
組
合
七
四
、
功
労
者
一
O
名
に
そ
れ
ぞれ
記
〈必
品
を
お
く
り
表
彰
し
ま
し
た
。
 

電
電
公
社
で
は
全
国ど
こ
へ
で
も
待
た
ー
 
は最
底
七
円で
か
け
ら
れ
ま
す
：
・

ず
に
ダ
イ
ヤ
ル
で
電話
を
か
け
ら
れ
る
ーこ
れ
ま
で
市
外通
話
は
そ
れ
ぞ
れ
の
区

よ
う
に
す
る
た
め
目
下
雌
南
を
進
め
て
面
の
料
金
を
」
牙
ご
と
に
い
く
らと
い

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
料
金
制
度

ろ
肝
算
を
し
て
い
ま
す
が
改
正
後
は
ダ

で
は
股備
や
人
の
而
で
複
雑
さ
を
増
す

イ
ャ
ル
で
つ
な
が
る
市
外
通
話
一
回
分

ば
か
り
で
到
底
こ
の
問
題
を
解
決
して
 の
料
金
と
同
額
の
七
円
を
単
位
と
し
て

ゆ
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

／
 
計
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
で
き
る
だ
け
早い
機
会
に
全
国
し
か
し
七
円
で
か
け
ら
れ
る
秒
数
は
距

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
に
ふ
さ
わ
し
い
料
金
体

離
に
よ
つ
て差
を
つ
け
、距
離
が
還
く

系
と
設
備
を
整え
な
け
れ
ば
な
らな
い
 な
る
に
従
い
秒
数
が
短
く
な
り
ま
す
。
 

と
い
う
こ
とで
九
月
三
十
日
か
ら通
話
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
の
一
通
話
三
分
と
い

料
金
を
改
正
す
る
こと
に
な
り
ま
し
た
う
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
通話
し

つ
ぎ
に
五所
川
原
局
に
関
係
の
深
い
も
た
秒
数
だ
け
七
円
刻
み
で
料
金
を
払
え
 

の
に
つ
い
ての
べ
て
み
ま
す
。
 

ぱ
よ
い
の
です
。
 

O
距
離
別
時
開
差
法
 

青
森
』
弘
前
に
列
を
と
れ
ば
ど
多
b
も
 

ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
つ
な
がる
市
外
通
話
 
一l
n八
秒
で
七
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
 

縄
讐
改
正
に
な
り
ま
す
 

ー
電

報
電
話
局
ー
 

あ
つ
た
の
で
あ
る
。
 

南
海
の
黒
潮
猛
る有
明
に
姉
妹
等
の

如
き
島
女
か
す
む
 

瀬
戸
内
海
の
女
性
的
な優
雅
美
に
比
し

こ
こ
島
原
海
峡
の
有
明の
海
は
男
性
的

な
た
く
ま
し
さ
を
保
つ
た
景
色
で
は
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
 

開
米
一
己
、開
米
民
雄
、
沢
田
喜
三
郎

川
浪
弥
四郎
（
以
上
鶴
ケ
岡
）
、
 一
戸

良
秋
、
一
戸直
定
、
竹
谷
市
三
郎
（以

上
藻
川
）
、
奈
良
タ
ケ
（田
川
）
 

六
年
連
続
完
納

者
 

福
士
周
蔵
、
野
呂
武
夫
（
栄
町
）
、新

谷
孝
造
、
鹿
内
藤
太
郎
，須
郷
与
三
郎

村
上
純
一
（田
町
）
、平
川
甚
四
郎
、
 

山
上
敏
夫
つ
元
町
）
、
岡
崎
勉
、
外
崎

二
郎
、
原
田
ク
ニ
（
新
町）
、
鈴
樹
忠

直
、
葛
西
稔
、
平
山
金
三
郎
（
柳
町）
 

新
山
武
夫
、佐
大
木
勝
機
、木
村
タ
マ

川
浪
由
吉
、
川
村
仁
助
、
高
松
久
作
（
 

川
端
町
）
、三
浦
一
廊
、
木
村
繁
太郎
 

（
鎌
谷町
）
、
秋
元
滝
太
郎
、「
王
竹

四
郎
、
島
m
克
孝
、
対
馬
司
（弥
生
町
 

）
、
前
田
英
蔵
、
小
島
ア
ネ
、
笹
森
み
 

百
と
せ
の
波
勝
に
た
え
て
有
明の
海

に
浮
べ
る黒
き
岩
は
だ
 

船
に
ゆ
ら
れ
る
こ
と
一
時問
半
迷
に
高

原
の
温
泉
で
東
洋
一
の
呼
称
あ
る
曇
仙

に
旅
装
を
解
い
た
の
で
あ
つた
。
 

海
も
よ
し
山
は
H
た
よ
し
雲
仙
の

舗
道
の
き
り
雨
、実
に
良
き
かな

霧
雨
を
つ
い
て
十口
早
朝
パ
ス
は
雲
の

中
を
お
よ
ぐ
よ
フ
に
して
原
爆
の
地
、
 

長
崎
、
鐘
の
鳴
る
長
崎
へ
研
修
の
ほ
こ

を
向
け
た
の
で
あ
る
。
 

雨
の
多
い
九
州
の
空
は
漸
く
は
れ
間
を
 

に
架
設
さ
れ
た
と
云う
わ
が
国
最
初造

ら
れ
た
石
造
眼
鏡
柵
、
地
下
一
階
、地

上
七
階
建
の
平
和
と
文
化
の精
神
を
象

微
す
る
た
め
の
国
際
文
化
会
舘
な
らひ

に
壮
厳
神
秘な
国
宝
大
浦
天
主
堂
お
よ

び
寛
杢
ハ
年の
麓
築
に
か
かわ
る
国
宝

崇
福
寺
、
そ
の
他
数
力栃
を
訪
ね
たが
 
 

郎
、
櫛
引
大
蔵
（木
町
）
、
原
潜
滝
、
 

対
馬
留
次
郎
（
大
町
）
、
草
刈
繁
治
、
 

福
士
行
男
、
松
田
市
五
郎
、
今
き
よ
（
 

旭
町
）
、
井
沼
清
「
郎
、白
戸
康
雄
、
 

吉
田
タ
マ
（
岩木
町
）
、
川
浪
要
太
郎
 

（
敷島
町
）
、蝦
名
定
四
郎
、鶴
谷
艮

三
郎
（
離
田
）
、
沢
田
健
造
（
上
平
井

町
）
、
大
鷹
作
次
郎
、
渋
川
久
雄
、
竹

村
カ
チ
、
宮
本
か
つ
、平
川
儀
助
（
柏

原
町
）
、大
瀬
永
吉
、
大
溝
普
逸
、
長

尾
常
四
郎
（
錦町
）
、川
浪
喜
代
作
（
 

幾
島
町
）
、小
山
内
貢雄
、
千
葉
兼
五

郎
（
下
平
井
町
一一
、
1
1＃
健
威
（
中川

長
橋
）
、
木
村
思
成
（禾
広
町
）
、
前
 

m
松
太
郎
（
野里
）
、
仙
庭
祐
（松
ノ

木
）
、
小
野
竹
之
助
（
石
畑
）
、山
口

柾
右
工
門
、日
沢
小
次
郎
、
今
長
八
、
 

中
道
」
廊
（
飯
詰
）
、高
橋
長
吉
（
中
 

何
れ
も
文
化
の
粋
を
集
め
て
造
ら
れ
た

も
の
ぱ
か
り
で
あ
る
．
 

中
に
も
一
瞬
に
して
拾
数
万
人
の
生
命

を
失
つ
た
原
爆
落
下
の
場
所
に
件
ん
で

当
時
の
悲
そ
う
か
つ
恐
怖
に
お
の
の
い

た
有
様
を
想
像
し
て
涙
ぐ
ま
ざ
る
を
得
 

な
か
つ
たの
で
あ
る
。
 、

 

な
お
ま
た
明
治
の
女
傑
、
お
蝶
婦
人
が

人
力
車
に
ゆ
られ
て
登
り
下
り
し
た
と

云
う
雨
の
オ
フ
ン
ダ坂
に
暫
く
立
芸
E
 

ま
つ
て
い
“
レりし
い
彼
女
の
気
持
ち
を

し
の
ん
で
】
同
は
し
ん
み
り
と
石
の
坂

道
を
歩
い
た
も
の
で
」
のO
。
 

西
洋
文
朋
輪
入
の
門
戸
と
し
て
の
長
崎
 
 

久
夫
（
川山
）
、
田
中
専
之
作
（
高
瀬
 

）
、
小
野
武
三
郎
、
小
野
三
之
西
．
小

野
勝
四
郎
、
一
戸
辰
四
郎
（
鶴
ケ
岡
）
 

一
戸
勘吉
、
一
戸
登
一
郎
、
佐
藤
勇
造

竹
谷
要
次
郎
、
川
浪
豊
作
、
川
浪
金
昇

川
浪
一
徳
（藻
川
）
 

五
年
連
続
完
納
者
 

（氏
名
略
）
 

五
所
川
原
一
O

、
栄
一
、
長
柵
三
、
七

和
八
、
松
島
ニ
、
飯
詰
二
四
、
中
川
四

三
好
四
、
毘
沙
門
三
〇
 

四
年
連
続

完
納
者
 

五
所
川
原
四
五
、
梅
沢
二
、
長
橋
八
、
 

七
和
一
九
、
松
島
】
、
飯
詰
二
一
、中

川
一
、
三
好
八
、
毘
沙
門
一
一
 

三
年
連
続
完
納
者
 

五
所
川
原
五
四
、栄
三
、
梅
沢
二
〇
、
 

は
文
化
の
発
祥
地
だ
け
に古
式
ゆ
か
し

い
建
物
、古
い
石
垣
一
十
八
世
紀時
代

の
邸
宅
が
特
に
注
目
を
ひ
い
た
の
で
あ

る
。
人
口
「
干
万
道
路の
巾
は
広
く
下

水
道
は
完
備
さ
れ
て
は
い
る
が
荒
廃
の

跡
が
そ
こ
か
し
こ
に
残
さ
れ
て
い
る
感

が
す
る
。消
防
署
の
望
楼
は
二
間
平
万
 

の
面
積
で
高
さ
十
数
聞程
も
あ
り
、
監

視
員
が
常
時
監
視
の眼
を
光
ら
し
て
い

た
、
消
防
施
設
と
し
て
は
梯
子
付
お
よ

び
ガ
ソ
り
ン
車
、
小
型
ポ
ン
プ
、
救
急

車
、
司
令
車
、
そ
の
他
か
設
備
さ
れ
て

お
り
消
防
署
員
は
毎
日
三
十
名
が
こ
れ
 

に
当
つ
て
い
た
の
で
ある
J
 
J
 

長
橋
一
七
、
七
和
二
O
、
松
島
一
四
、
 

飯
詰
一
四
、
中
川
四
、
三
好
三
二
、毘

沙
門
一
八
 

二
年
連
続
完
納
者
 

五
所
川
原
一・
五〇
、
栄
一
ニ
、
梅
沢
一
一

七
、
長
播
一6
、
七
和
一
七
、
松
局
一
 

飯
話
八
大
、
巾
川
「
至
、
」
好
 

聞
沙
門
三
七
 

三
十
六
年
度
完
納
者
 

五
所
川
原
ニ
八
大
、
栄
三
一
、梅
沢
一

四
、
長
橋
五
大
、七
和
三
三
、
松
島
一

三
F

、
飯
詰
七
二
、
中
川
四
三
、三
好

三
大
、
毘
沙
門
四
一
一
 

法
人

四
年
連
続
完
納
者
 

株
式
会
社
弘
前
相
互
銀
行
、
第
一
生
命

保
険
相
互
会
社
 

三
年
連
統
完
納
者
 

青
森
銀
行
原
子
支
店
、株
式
会
社
中
田

木
工
所
、
未
広
稲
荷
神
社
 

ニ
年
連
続
完
納
者
 

津
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店
、
住
友

生
命
保
険
相
互
会
社
、東
北
電
気
工
事

株
式
会
社
 

三
十
六
年
度
完
納
者
 

津
軽
本
田
モ

ー
タ
ー
、
蛇
の
貝
IIシ
ン

工
業
株
式
会
社
、
陸
奥
燃
料
株
式
会
社

第
一
わ
ら工
品
株
式
会社
‘
丸
果
り
ん

ご
協
同
組
合
、
青
森
銀
行
五
所
川
原
支
 

福
祉
関
係
で
は
公
益
質
屋
は
庶
民
階
級

誰
一
の
金
融
踊
の
簡
易
な
場
所
と
し
て

好
評
さ
れ
て
お
り
、
市
立
お
よ
び
公
私

の
保
育
所
二
十
カ
所
、
戦
災
に
依
る
者

あ
る
い
は
先
天
性
お
よ
び
事
故
岡
害
に

依
る
身
障
考
又
は
庶
民
一
般
お
よ
び
児

童
福
祉
の
た
め
の
り
つ
ば
な
市
立
福
祉
 

会
舘
或
は
又
主
に
木
工
お
よ
び
編物
な

ら
び
縫
物
等
を
指
導
す
る授
産
加
設
、
 

肢
体
不
自
由
児
を
収
容
す
る収
容
所
等

福
祉
行
政
は
あ
ま
ね
く
充
実
さ
れて
い

た
こ
と
は
期
待
をか
け
た
長
崎
だけ
に

戦
災
地
と
し
て
は当
然
な
こ
と
であ
り

な
お
又
と
も
す
れ
ば
置
き
ざり
が
ち
な
 
 

柏
原
農
事
振
興
納
税
貯
蓄
組
合
、
小
曲

振
興
、
小
曲
第
一
、
新
宮
第
一
、中
平

井
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
、
広
田
第
一
、
 

広
田
、
港
、
梅
田
協
和
、
梅
田
上
梅
 

m
中
部
、
梅
田
新
生
、梅
田
ド
、
梅
田

第
二
、
梅
田
第
一
、
梅
田
第
三
、
中
泉

下
、
中
泉
第
一
、中
泉
中
部
、中
泉
西

部
、
俵
元
協
和
、
前
田
野
目
中
村
納
税

貯
蓄
組
合
、
神
山
、
福
泉
第
一
、杉
派

立
、
唐
笠
柳
、
悪
戸
、
吹
畑
、
漆
川
新

生
、
石
畑
、
朝
日
、
南
新
、
北
新
、
中

町
、
新
町
、
伝
助
町
、毒
、

大
日
町

曙
町
、
下
岩
崎
、
睦
月
、
種
井
実
行
、
 

川
山
新
交
、
下
田
川
、
川
山
、
下
藻
川

中
藻
川
、
上
藻
川
弥
栄
、
中
長
冨
、下

長
冨
、
長
富
愛
郷
、
毘
沙
門
遺
族
、中

野
新
田
、
市
役
所
職
員
 

納
税
功
労
者
 

川
端
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

組
合
長
 
佐
A
木
 
勝
 
義
 

わ
が
日
本
の
禍
祉
行
政
に対
す
る
大
き

な
推
進
力
だ
と
痛
切
に
恩
じた
の
で
あ

る
。
白
々
と
海
の
彼
万
か
ら
朝
日
が
登

る
午
前
大
時
な
ん
と
な
く
重
く
る
し
い

モ
し
て
ま
た
市
民
の
幸
を
祈
る
よ
う
な

問
題
の
鐘
、長
崎
の
鐘
の
音
が
聞
え
て

来
た
の
で
あ
る
。
 

灰
繊
の
中
か
ら
立
ち
上
つ
た
長崎
市
で

あ
る
だ
け
に
文
明
開
化
の
余
え
ん
を
引

い
て
全
市
に
響
き
醒
つ
た
の
で
あ
る
。
 

雨
の
異
国
情
緒
ゆ
た
か
な
活
気
充
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
街
で
あ
る
。
 

降
り
し
き
る
星
の
如
し
も
街
の
灯
は

港
長
崎
夜
ぎ
り
に
ま
た
た
く
 

（
 
 じ

よ
う
じ
よ
つ
と
 

鐘
の
音
卿く
港
ま
ち
 

長
崎
の
朝
は
き
り
に
明
け
ゆ
く
 

大
月
十
一
日
、阜
朝
最
後
の
研
修
地
福

岡
市
へ
向
つ
た
の
で
あ
る
が
、
途
中
計

画
時
間
を
さ
い
て
諌
早
の
市
役所
議
会

事
管
向
を
訪ね
た
の
であ
る
。
 

西
に
大
村
湾
、東
に
千
た
石
湾
な
らび

に
天
草
湾に
い
だ
か
れ
た
長
崎
本
線
の

分
岐
点
の
街
で
人
口
約
L
万
を
擁
し
こ

れ
ま
た
社
会
福
祉
行
政は
充
実
し
て
い

た
の
で
あ
る
、ル
清
保
護
法
に
依
るも

の
で
は
五十
名
程
収
容
す
る
諌
阜
敬
老

院
が
あ
り奥
ゆ
か
しい
常
盤
木
の
中
に

建
て
ら
れ余
生
を
静
か
に
送
る
老
人
方

が
陽
の
差
し込
む
縁
先
で
草
い
ぢ
り
を
 

」
七
い
た
。
ま
た
三
十
名
の
男
女
が
き

よ
う
な
手
付
で
編
物
あ
る
い
は
縫
物
を

し
て
い
る
授
産
場
も
あ
つ
た
の
で
あ
る

児
童
福
祉
関
係
で
は
母
子
寮
一
、
保
育

所
八
、
公
益
質
屋
は
利
用
者
各
層
あ
わ

せ
て
四
千
五
百名
、
貸
付
富

予
算
一

話
曾
万

円
で
現
在
の
貸
出
額
は
七
万
 
 

円
で
あ
る
．
な
お
預
り物
件
は
約
四
千

件
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
流
失
を
余
儀
な

く
し
て
公
売
に
付
し
た
も
の
は
僅
か
に

七
十
七
件
で
あ
る
と
の
説
明
で
あ
つ
た

消
防
関
係で
は
冒
一
壬
首

名
に
よ

つ
て
市
民
の
生
命
財
産
が
守
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
対
し
て
は
い
さ
さ
か
物
足
り

な
さ
を感
じ
た
の
で
あ
る
。
 

市
の
中
央
部
（
旧
城
跡）
に
は
諌
早
大

ハ
繭
が
あ
り市
民
憩
い
の場
と
し
て
の

ど
か
な
風
景
を
の
ぞ
かせ
て
い
た
。
 

畜
産
振
輿
で
は
乳牛
を
は
じ
め
豊
豚
、
 

緬
羊
等
が
主
要
部
分
を
しめ
て
お
り
枝

肉
加
T
覇
の
規
模
も
相
当
な
も
の
で
あ

つ
た
。
 

事
務
島
の
お
も
て
な
しに
深
く
感
謝
を

し
、
最
線
の
研
修
地
福
岡
市
に
入
つ
た

の
は
正
午
過
ぎ
で
あ
つ
た
。
 

（
つづ
く
）
 

☆
 
☆
  ー
 

O
三
分
一
分
制
 

・
・交
換
手
の
つ
な
ぐ
市
外
通
話
は
撤
初

の
三
分
を
こ
え
る
と
、
あ
と
は
一
分

ご
と
に
料
金
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

・
：
 

こ
れ
ま
て
は
一
通
話
は
三
分
制
で
四分

で
終
っ
て
も
、
ま
た
五
分
で終
っ
て
も

二
通
話
、つ
ま
り
太
分
の
料
金
で
し
た

が
改
正
後
は
実
際
に
通
話
した
時
間
を

一
分
単
位
で
小
刻
み
に
料
金
を
い
た
だ

く
A曇
的
な
制
度
に
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
四
分
や
五
分の
通
話
が
かな
り

割
安
と
なる
こ
と
か
ら生
ず
る
減収
を

補
う
た
め
三
分
ま
で
の
通
話
は
これ
ま

で
よ
り
いく
ぷ
ん
割
高
と
なる
こ
と
を

お
肥
め
いた
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す

す
な
わ
ち
通
話
時
間
の
長い
も
の
も
、
 

ま
た
短
か
い
も
の
も
平
均
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
るみ
な
さ
ん
の
負
担
が
ふ
え
な
 

市
民
生
課
で
は
こ
の
ほど
秋
毒
工入
掃除

の
巡
視
日
程
を
つ
ぎ
のと
お
り
決
足
し

ま
し
た
。
 

今
回
の
大
掃
除
はと
く
に
日
常
掃
除
の

困
難
な
天
井
裏
、
床
下
、
物
置
、
下
水

溝
な
ど
を
と
く
に注
意
し
て
掃
除
さ
れ

る
よ
う
に
して
く
だ
さ
い
。
 

O
巡
視
日
程
 

1
0月
1
日
（
午
前
）
元
町
、田
町
、
 （
 

午
後
）
平和
町
、
栄
町
、
2
日
（
午
前
 

）
柳
町
、成
田
町
、
 （
午
後）
新
町

鎌
谷
題
ブ

「
（
午
巾
）
田
国
嘩
い
 

☆
北
海
道
は
全
般
に
割
安
で
す
。
 

な
お
市
内
通
話
の
度
数料
は
い
ま
ま
で

ど
お
り
七
円
で
時
間
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
「
び
O
一
番

へ
お
間
合せ
下
さ
い
，
 

弥
生
町
、
本
町
、
 （
午
後
）
布
屋町
、
 

川
端
町
、
4
日
（
午
前
）
東
町
、
新
宮

町
、
旧
中
川
新
宮
、
 （
午
後）
寺
町
、
 

岩
木
町
、
幾
島
町

5
日
（
午
前
）
柏

原
町
、
末
広
町
、
上
平
＃町
、

（
午後
 

）
大
町
、錦
町
、
6
日
（
午
前）
平
井

町
、
8
日
（
午
前
）旭
町
、
敷
島
町
、
 

雄
田
、
 （牛
機
）
中
平
井
町
、漆
川
住

宅
、
9
日
（
午
前
）
下
平井
町
、
湊
千

鳥
住
宅
、
（
午
後
）中
川
地
区柵
元
。
 

(1部2円 j 	第83号 

市
税
完
納
者
を
表
彰
 

市
内
十
一
会

場
で
盛
大
に

お
こ
な
う
 

市
税
務
課
で
は
市税
納
期
内
完
納
者
の
表
彰
式
を
こ
と
し
も
四
日
か
ら
市
内
十
一
会
場
に
1
6いて
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
と
し
の
表
彫
者
は
個人
お

よ
び
法
人
が
一
八
四
四
、
完
納
部
落
が
七
、完
納
納
税
組
合
七
四
、
功
労
者
一
〇
で
、
合
計
で
は
昨
年
よ
り
も
約
四
O
O
名
多
く
な
つ
てお
り
ま
す
。
 

表
彰
対
象
者
は
個
人
お
よ
び
法
人
の
三
大
年
度
完
納
者
は
七
六
一
君
、
二
年
運
続
完
納
者
五
六
一石
、
三
年
運
統
完
納
者
一
九
九
名
、
四
年
連
続
完

納
省
一
O
O
名
、
五
年
連
結
元
納
者八
大
名
、
六
年
連
統
完
納
者
八
五
名
、
七
年
連
続
（
ル納
者
五
（
）
名
と
な
つて
お
り
、
団
体
で
は
完
納
部
落
七
、
 

べ
た
よ
う
な
島A
は
黒
潮
に
叩
か
1
1な

み
せ
た
の
で
第
一
に
文
化
施
設
の
見学

が
ら
も
厳
然
と
して
黒
い
岩
はだ
を
み

か
免
行
動
を
開
始
した
の
で
あ
る
o
 

せ
薄
雲
に
お
お
わ
れ
て
た
だ
り
ん
か
く

人
類
が
平
和
を
愛
し
、
お
互
い
の文
化

だ
け
を
あ
ら
り
して
い
る
の
が
い
か
に
を

守
る
た
め
の
象
徴
と
し
て
造
ら
れ
た

も
南
海
の
気
骨
を
しの
ば
せ
ス
武
〕の
が
平

和
祈
奮
、

今
を
去
る
三
百
年
以
前
 

H
HH
九

州
地
」

方
視
察
 

消
防
と
稿
祉
行
政

に
重
点
を
⑨
 

民
生
常
任
副
委
員
長
 
山
 
谷
 
満
 

広
 

す
。
 

「
巡
覗
日ま叱
にコ
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